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の言葉がその表れである  7） 。 
 　新環境パラダイムを提唱したのは，社会学者のCatton and Dunlapである  8）9） 。環境社会学にお
いて，社会科学における伝統的パラダイムである「人間中心主義パラダイム」では，人間社会が
自然界の中心とみなし，自然環境が社会の成長に課した制限を無視し，人間は環境のあらゆる側













































































環境に害のある商品や企業をボイコットする等の行動をとる消費者のことをいう  15） 。そのような
環境に配慮した消費を推し進める思想とその実践行動は，グリーンコンシューマーリズムと呼ば
れ  16） ，グリーンコンシューマーリズムにより，環境配慮型製品を積極的に購入したり，環境対策
に積極的な企業の商品を選択したりするグリーンコンシューマーが増えることにより，企業，消
費者，社会的環境の全てに良好な影響が及ぼされることをスリーウィンの関係という  17） 。 












発，価格設定，販売促進，および流通を計画・実行・統制するプロセス」と定義づけている  19） 。 
 　実際には，利潤の追求と持続可能な開発（環境保全）の両立を追求する環境マーケティングを
行うことは大変困難なことである。Peattieは，企業が環境マーケティングを行うにあたって，













































 　その後，1989年にアメリカで『より良い世界のための買い物』 24） ，1991年に日本で『買い物ガ
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